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CTO メッセージ： CTC グループの使命「世界を GOOD に」 
 

私たちはこれまで、高度情報化社会の形成において大きな役割を担い新たな社会の実現に貢献

してまいりました。生成 AI の普及をはじめとする昨今の急速なデジタル技術の進化は産業構造

とビジネスモデルに変化が起きており、高度情報化社会からデジタル社会への転換が期待され

ています。 

この大転換点において、私たちは明日を変えるデジタルの可能性に心を躍らせながら、お客

様、パートナーの皆様との共創を通じて培ってきた強みを改めて認識し、来たるべきデジタル

社会の実現において中心的な役割を果たしていきたいと考えております。デジタル社会を体に

例えると”血液”となるデータ、”知能”となる AI、”神経”となるサイバーフィジカルシステム

(CPS)の 3 領域がコアのシステムとなり、相互作用して形成され更なる技術革新が進むことにな

ります。 

そのために⾧期的な視野と高い倫理観を持って、社会と共生するテクノロジーの在り方を追求

し、サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させて、皆様と未来図を描いて共に実現でき

る Digital Solutions Provider でありたいと考えています。過去の成功体験にデジタル時代に

必要な取組を掛け合わせることで前例のない領域へ挑戦し続け、「世界を GOOD に」を合言葉

に、より豊かで持続可能な未来の実現に貢献してまいります。 

デジタル社会の目標は「さらなる経済の発展と社会課題の解決の両立」、デジタル社会が形成

されるプロセスと後の社会の変化を予測し、ステークホルダーの皆様と共有するための羅針盤

として、CTC グループ技術戦略 Technology Vision ～その未来図を、共に現実にする～ を策

定いたしました。ぜひご一読ください。 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 

CTO 安藤 俊 
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1 デジタル社会実現への道筋 
世界では、昨今、より豊かな暮らしや経済発展のためのデジタル社会の在り方についての議論

が盛んに行われ、それに向けた具体的な取り組みも既に様々な形で起こりつつあります。この

ような壮大な未来像に向かって進む世界と共に歩んでいくために、私たちもここで改めて、デ

ジタル社会の実現に向けた道筋について考えます。本章では、人はこれからの社会に何を求め

るのか、現在はどのような課題があるのかを踏まえ、今後の私たちが真に目指すべきデジタル

社会の絵姿と、そこに至るまでの道筋を整理しています。 

 

1.1 デジタル社会への期待 

日々お客様やパートナーの皆様と様々な形で議論を重ねる中で、今後の社会への期待として図 1

のように、「人間中心、異分野技術の融合」、「情報や価値の共有・共創」、「ウェルビーイ

ング・包摂性」、「持続可能性・再生」の実現が求められていると捉えています。 
 

図 1 CTC グループが考える今後のグローバルな社会的要請 
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1.2 これまでの高度情報化社会を振り返る 

次に、別の視点として、これまでの高度情報化社会の発展と貢献、新たに顕在化してきた課題

について考えます。図 2 に示すように、これまでの高度情報化社会は、メディアによる集中的

かつ一方向の情報提供から、インターネットやモバイルの普及を通じて分散型かつ双方向な情

報流通が可能な形へと変貌を遂げる中で社会や経済に多大な貢献をしてきました。その一方

で、情報通信白書（総務省が毎年発行する、日本の情報通信分野の動向や政策をまとめた年次

報告書）などでも言及されているように、発展に伴うネガティブな側面も同時に指摘されてい

ます。 

図 2 高度情報化社会の発展と新たに顕在化した課題 

 

1.3 デジタル社会実現に向けた重要課題と道筋 

将来的な社会要請に応えつつ、高度情報化社会の発展の中で既に顕在化している課題を解決し

ていくためには、図 3 のように AI、データ、サイバーフィジカルシステムの 3 要素を高度化

し、高度情報化社会からデジタル社会へと進化させる必要があります。これまでのデジタル技

術による貢献はサイバー空間で完結するものであり、生成されるアウトプット自体に価値があ

るケースが中心でした。今後、デジタル技術がもたらす価値をさらに高めるには、「サイバー

空間とフィジカル空間を高度に融合」することで、フィジカル空間におけるあらゆる活動をデ
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ータ化し、サイバー空間で分析した成果を再びフィジカル空間へフィードバックするデジタル

社会へと進化させることが必要になります。 

 
図 3 求められるデジタル社会像 

 

 AI 

 インテリジェンスの向上：高付加価値データを学習することで、AI の学習モデルの品質が

向上し、推論モデルの進化と共に、AI のインテリジェンスは飛躍的に高まることが期待さ

れます。進化した AI がサイバー空間で生成するアウトプットは、サイバーフィジカルシ

ステムを通じてフィジカル空間へフィードバックされます。 

 人間中心の AI：デジタル社会の目的は、「さらなる経済の発展と社会課題の解決の両立」

にあります。特に、AI のインテリジェンス向上は多様な恩恵をもたらし、豊かな社会の実

現につながります。このように大きな可能性を秘めた AI は、単に技術的な優位性を追求

するのではなく、国、企業、個人全ての豊かさを目指すべきです。そのためには、デジタ

ル社会に即した倫理観と価値観をもって、AI を開発、運用、利用していくことが重要で

す。 

 データ 

 真正性を担保するデータ生成：サイバーフィジカルシステムから送られた生データを整備

すると共に、データベースにアクセスして生成時間、生成場所、所有者情報を付加しデー

タの真正性と信頼性を担保する必要があります。真正化されたデータはデータウェアハウ

スでセキュアに保管されます。 
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 データの価値向上：デジタル社会が実現することで、新たなデータの採掘やリアルタイム

時系列データなど、高付加価値なデータの生成が可能になります。これらのデータはサイ

バー空間で流通させることで、価値をさらに高め、収益化へとつなげることができます。

多様なデータの流通は、企業活動における業務効率化を促進し、研究機関においては実用

化までの時間を短縮することで、「さらなる経済の発展と社会課題の解決の両立」を加速

させます。 

 サイバーフィジカルシステム 

 包摂性を支える強靭な基盤：全てのモノを場所・時間・プロトコルを問わず安定的にフィ

ジカル空間に接続し、生データ（加工集計する前のデータ、raw data）を正確かつ効率的

に送信するためには、多数接続、高速、広帯域なネットワークを構築する必要がありま

す。加えて、ネットワークを自律分散型で構成し、保守・運用を自動化することで、シス

テム全体のレジリエンスを強化することが求められます。 

 サービスプラットフォーム：包摂性を支える強靭な基盤には、認証、アクセス権限、課金

などサービス品質を担保する機能に加え、基盤全体のリソース制御をオンデマンドで実行

できる仕組みを備え、定常的にサービス品質を維持することが必要です。そして、全ての

モノに関する生成時間、生成場所、所有者情報などをデータベースに格納し、サイバー空

間への接続機能を基盤の上位層に備えることで、サイバー空間とフィジカル空間の高度な

融合を可能にします。 
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デジタル社会像と比較して、現状は、図 4 に示すようにデータの観点では真正性や信頼性が保

たれた形で流通する量は限られており、その多くは各組織の中だけで利用されている状況で

す。AI の観点では、学習に使用できるデータの制約上、活用先は業務効率化などの限定的なシ

ーンに留まっており、重要な意思決定や組織運営を支援するレベルには至っておりません。 

 

そこで私たちは、5G・6G な

どの通信基盤、IoT や認証技

術を活用し、真正性と信頼性

を持つ多様で膨大なデータを

業界や国境を越えて自由に流

通させつつ、その価値を継続

的に高めていくことが重要で

あると考えています。そのよ

うな仕組みを構築すること

で、多様なユーザーが安心し

て価値あるデータを利用でき

るようになり、AI についても

より学習データの品質が向上

し、推論プログラムの進化と

共有を行うことで、インテリ
図 5 流通データの価値向上アプローチ 

図 4 デジタル社会のかたち 
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ジェンスの高い AI の構築が可能となり、新たな価値の創造や社会課題の解決に繋げていくこと

ができます。また、特にデータの価値向上については、図 5 のようにデジタル化を通じて新た

なデータを採掘、整備、流通させることが重要となります。 

これまでに説明したデジタル社会の実現に向けた大変革を、着実かつ効率的に推進するために

は、次の図 6 に示すように AI、データ、サイバーフィジカルシステムの 3 要素それぞれで、必

要な取り組みを段階的に進めていく必要があると考えています。 

図 6 デジタル社会の実現に向けた道筋 

 

1.4 デジタル社会の実現がもたらすもの 

デジタル社会の実現は、短期的な企業の価値創出や安全で安心な暮らし、中⾧期的なサイバー

フィジカルシステムの融合を通じた社会変革やテクノロジーの進化の加速など様々な恩恵をも

たらします。 

 短期的なメリット 

 信頼性のある自由なデータ流通がもたらす新たな価値の例 

自動車のグローバルサプライチェーンにおいて、使用時に所有者のプライバシーの観点か

ら、走行経路や移動距離のデータの分析が難しいことが想定されます。 

この障壁について信頼性のある自由なデータ流通は、関連企業が自社の機密性を維持した

まま、信頼できる相手とだけ、必要な情報を選択的に共有することを可能にします。ま

た、自動車の所有者にとっては、プライベートなデータを保護しつつ、本人の意思で許可

を与えたデータのみを共有でき、その対価を得ることが可能になります。自動車メーカー
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としては、社外の組織や個人に関する情報の機密性を侵害することなく、新たなデータへ

アクセスすることが可能になり、従来は難しかった新たな情報の提供やサービスの創造に

繋げることができるようになります。 

 デジタル社会の実現に向けて今から取り組むべきこと 

ビジネスにおいては、この恩恵を最大限に享受するために、企業は今から以下のような取

り組みを推進していくことが重要と考えます。 

 取得データマネジメント・ガバナンスによる体制とトラスト基盤の構築 

 データを自社の資産として再定義し、棚卸しや意味付けを推進 

 自社事業だからこそ取得できる価値ある新たなデータの創出 

 AI を含めたデータ活用力を強化するための基盤整備と教育 

 各業界におけるデータ流通に関するルールメイキングへの関与 

 中⾧期的なメリット 

上記の取り組みにより実現

したデジタル社会は図 7 に

示すように、技術、ビジネ

ス、暮らし、環境の各分野

で新たな価値が創出される

と考えています。さらに、

図 8 に示す通りデジタル社

会はデジタルテクノロジー

やインダストリアルテクノ

ロジーにも新たな価値をも

たらすと捉えています。 

 

  

図 7 サイバーフィジカル融合がもたらす新たな価値の例 

図 8 デジタル社会で加速するテクノロジー 
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2 CTC グループが目指す Digital Solutions Provider への変革 
本章では、デジタル社会の実現に向けた私たちの貢献と、その取り組みを通じて目指す姿につ

いて説明いたします。 

 

2.1 SIer から Digital Solutions Provider へ 

以下 3 つの方針を軸に、デジタル社会の実現への貢献と、私たちが目指す姿への変革を推進し

ていきます。 

 Digital Solutions Provider への変革に挑戦 

データとテクノロジーを駆使したデジタルソリューションの実装を通じて、全ての皆様が

より豊かな暮らしを営むことのできるデジタル社会を実現していきます。その中で、誰も

がデジタル社会の恩恵を等しく享受し、社会全体の「さらなる経済の発展と社会課題の解

決の両立」を牽引していきます。こうした挑戦を通じて、企業の皆様にとって事業を運営

していく上で欠かせないテクノロジーパートナーになっていきます。 

 AI とサイエンス・産業技術の融合 

今後は AI とサイエンス・産業技術が融合することで、データの持つ可能性が最大限に引

き出されていきます。セキュリティとプライバシーを確保した信頼性の高いデータ流通基

盤を構築することで、企業や個人が保有する多様なデータを、情報通信、製造、医療など

の分野でより高度に活用可能な形へと昇華させていきます。AI と最先端技術の連携を通じ

て、「さらなる経済の発展と社会課題の解決の両立」を実現し、サイバー空間とフィジカ

ル空間が融合する新たな価値を創出していきます。 
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 技術の融合によるあるべき姿の実現 

良い技術を見極めて掛け合わ

せ、いち早く社会に提供して

いくために、図 9 に示すコア

領域とサポート領域からなる

Technology Value Chain と、

その技術を社会に対して段階

的に着実かつ効率的に実装し

ていくための Enable 

Approach を設定いたしまし

た。 

 

 

 

 

 Technology Value Chain 

 コア領域 

デジタル社会の実現にとって中核的な位置付けとなる AI、データ、サイバーフィジカルシ

ステムの民主化を推進します。 

 サポート領域 

上記のコア領域の取り組みを加速するために、価値創造機会の構築、先進技術の探索と応

用拡大、人的資本の拡充を推進します。 

 Enable Approach 

2030 年までのフェーズ 1 「サイバーフィジカルシステムの機能拡張」、2040 年までのフ

ェーズ 2「デジタル技術の社会実装加速」、2050 年にかけてフェーズ 3「真のデジタル社

会変革への挑戦」を設定し、取り組みを推進していきます。 

 

  

図 9 技術の融合と実装の流れ 
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2.2 CTC グループ技術戦略 Technology Vision  

2.1.の 3 つの方針を中心に、私たちの CTC グループ技術戦略 Technology Vision の全体像を図

10 の通り整理しています。 

 

 

 Technology Value Chain 

コア領域として、AI、データ、サイバーフィジカルシステムの民主化を進めていきます。

また、継続的かつ体系的にグローバルの技術シーズを探索することで、新たに出てきた有

望な技術をいち早く認識し、実装時に社会に与える価値とその確度が比較的大きいと考え

られる技術（以下：Emerging Tech）を見出していきます。その上で、実証を通じて有用

性を検証し、ソリューション化などの社会実装に向けた環境を整えていきます。さらに、

Technology Value Chain を効果的に運用していくために、考え抜かれたプロセスや仕組み

（以下：価値創造機会）と、それを支える人材やスキル（以下：人的資本）の強化を進め

ます。こうしたグループ内におけるサポート領域の体制強化を進めると同時に、パートナ

ーとの連携の継続と拡大を通じて、Technology Value Chain を強力に運用してまいりま

す。 

コア領域の詳細な内容については 3 章を、サポート領域については 5 章をご覧ください。 

  

図 10 CTC グループ技術戦略 Technology Vision 
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 Enable Approach  

以下の 3 つのフェーズで、社会への実装と変革に貢献していきます。 

 フェーズ 1 （～2030） ：サイバーフィジカルシステムの機能拡張 

真のデジタル社会変革に向けた礎を築くため、高度情報化社会が抱える課題を解決しなが

ら、サイバーフィジカルシステムを構築しサイバー空間とフィジカル空間を融合させてい

きます。また、遂行のための業務・プロセス・人的資本を強化、拡充していきます。 

 フェーズ 2（～2040）：デジタル技術の社会実装加速 

サイバー空間における新たな経済圏の形成が進む中、流通データの活用を通じて、新たな

ビジネスモデルの創出と AI の社会実装に取り組みます。 

 フェーズ 3（～2050）：真のデジタル社会変革への挑戦 

デジタル社会で流通するデータと、量子技術と AI の融合、誤り耐性型汎用量子コンピュ

ータなどの実現を支援し、「さらなる経済の発展と社会課題の解決の両立」をステークホ

ルダーとともに目指します。 

Enable Approach のより詳細な内容については 4 章をご覧ください。 

 

2.3 Technology Vision 実現に向けて大切にすること 

ありたい姿の実現に向けて、以下の観点を大切にして取り組みを進めていきます。 

 既存のビジネスの強化と先端テクノロジーを活用した新たな価値創造の両立 

培ってきた AI、データ、ネットワークなどの強みを今後も活かして、既存ビジネスのさら

なる強化を図ると共に、AI を起点として産業技術やサイエンスの領域にも対象領域を拡大

し、複数の技術を組み合わせることで新たな価値創造に取り組んでまいります。 

 オープン・クローズドイノベーションの融合 

AI や通信分野における調査・研究や Future of Technologies（FoT）による技術の俯瞰的な

把握と技術進化の予測に加えて、技術や知識を広く共有し、共同で発展させていくオープ

ンテクノロジー・フィロソフィーを大切にし、パートナーとの実証・検証を通じてオープ

ンな技術とクローズドな技術の両面から継続的な価値創出を推進していきます。 

 デジタル社会の在り方を継続的に追求 

デジタル社会の在り方に関する認識を継続的にアップデートし、行政や通信インフラ産業

に対する支援を通じて基盤となるサイバーフィジカルシステムやデータ流通の仕組みの構
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築に活用していきます。また、ビジネス向けにはデジタル社会の基盤を前提とした事業運

営に備えるための変革支援に活用していきます。 

 フルスタックとライフサイクル視点を融合した一貫型のオファリング 

上記のデジタル社会の在り方と培ってきたフルスタックのナレッジを融合し、構想から実

装・運用に至るまで、一気通貫・伴走型で共創していきます。また、お客様がデジタル社

会で進むべき方向性を共に探求し、持続的な価値創造を支えてまいります。 

 人間中心で AI を意識させない UI/UX を追求 

今後、AI が生活やビジネスにより深く浸透する未来において、ユーザーの直感や行動に寄

り添う人間中心の UI/UX を重視します。具体的には AI を意識させない自然で価値がある体

験を追求します。 

 グローバルなデジタルエコシステムを活かして効果的に推進 

グローバル拠点を起点に、国際的な技術交流と人材交流を推進することで、お客様に対し

てより高い価値を提供してまいります。 
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3 デジタル社会実現のための技術戦略 
2 章で示したビジョンの中核となるコア領域について、AI、データ、サイバーフィジカルシステ

ムが社会に与える価値、そこで私たちが果たす役割や現状の取り組みについてまとめます。 

 

3.1 AI の民主化 

AI が社会にもたらす可能性に注目し、重要な技術領域の 1 つと捉えて、誰もが公平に使えるよ

う普及させていきます。さらに AI をフィジカル空間と融合させることで経済発展と社会課題の

解決にも貢献していきます。 

 社会に与える価値 

図 11 のように高度な AI の登場により、社会に与える価値が徐々に拡大しつつあります。

しかし、AI の今後の進化や普及を想像すると今はまだ序章に過ぎません。これからは、学

習に使用できるデータのさらなる増加、インテリジェンスの向上、人間中心の AI への拡

張、利用者や適用領域の拡大が相まって、AI が社会にもたらす価値は指数関数的に増加し

ていくと考えられています。 

 CTC グループの役割と社会的な貢献 

AI が社会にもたらす価値を皆様

が等しく享受できる未来を目指

し、AI の利用者の拡大と公平性

の担保に取り組んでいきます。

また、AI の意思決定プロセスを

明らかにすることで判断の透明

性や信頼性の向上を図り、AI を

安心して利用するための技術

的・制度的な発展に貢献してい

きます。さらに、情報通信、製

造、医療といった各産業技術

と、工学、化学などのサイエ

ンスの技術と融合した AI 利用

の拡大にも注力し、「さらなる経済の発展と社会課題の解決の両立」に直結するユースケ

ースの創出に貢献します。お客様にとって、AI が単なるツールではなく事業の中核機能と

して位置付けられ、より効果的に活用していくための支援を行い、技術導入から人材育

成、運用体制の構築までを包括的に伴走いたします。これらの取り組みを通じて、AI に関

図 11  AI の技術進化と社会に与える価値 
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する倫理とガバナンス体制の構築を進め、持続可能性と責任ある AI 利活用の基盤を構築し

ます。また、リアルタイム性、プライバシー保護、省エネルギー化などのニーズに対応す

るエッジ AI ソリューションの開発を推進し、現場で迅速かつ自律的に判断・動作ができる

AI の実装を進めていきます。 

 今後のキーテクノロジー 

説明可能 AI、人間中心の AI、AI 安全性検証、AI 駆動型開発・運用、エッジ AI(軽量 LLM)、

Physical AI、Quantum AI など 

 私たちが既に取り組んでいること 

皆様が AI を公平に、安心して利用できる未来を作るべく、AI の最先端技術検証や社会実装

に向けたソリューション提供を進めています。 

 

 

3.2 データの民主化 

デジタル社会の実現によって創出される新たな価値を誰もが享受できるようにするために、真

正性と信頼性を備えたデータ流通基盤の構築と、企業の高度なデータ活用を支えてまいりま

す。 

 社会に与える価値 

現在は世界のデータのほと

んどが所有者のみに利用さ

れており、社会に広く流通

するデータは全体のごく一

部に過ぎません。今後、整

備された世界共通ルールの

もとでデータ流通が進め

ば、図 12 に示すように

2050 年には現在の 750 倍の

データ量になるとの予測も

あり、企業間の垣根を越え

たデータの利活用や、より

高度な AI の開発が可能とな

ります。企業にとっては、こうした環境変化に対していかに追随し付加価値を創出できる

かが、今後の競争力を左右する重要な要素となっていきます。 

図 12 今後のデータの爆発的な増加 
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 CTC グループの役割と社会的貢献 

こうした巨大な価値を秘めたデータを誰もが安心してアクセスできる、公平で透明性のあ

る環境を築くことこそが私たちの役割であると考えます。企業や個人といったデータの主

権者の権利を尊重しながら、データの真正性と信頼性を確保したデータ流通基盤の構築を

支援してまいります。しかし多くの企業では、十分なデータの収集や活用が行われていな

いのが実情です。こうした課題の解決に向けて、まずはレガシーシステムのモダナイゼー

ションやクラウドネイティブな基盤の構築を通じて、企業がデータを柔軟に扱える環境の

整備を支援します。加えて、企業内に眠るデータの採掘、データ構造の整備・標準化とい

ったマネジメント支援、さらには、データ流通基盤との接続を見据えた設計・実行支援に

も取り組んでまいります。これらの取り組みにより、企業が自社データと外部データを自

在に組み合わせ、より高い付加価値の創出を支援していきます。 

 今後のキーテクノロジー 

Privacy-Enhancing Technologies(PETs)、Edge Computing、Data Space Connector、デ

ータ真正性技術、データ包摂性技術、DFFT(Data Free Flow with Trust：信頼に基づく自由

なデータ流通)、データ信託銀行、データカタログ 

 私たちが既に取り組んでいること 

皆様が安心してオンラインでデータ取引を行えるように、データ流通の信頼性向上に向け

た研究や国際的なルールメイキングに関する取り組みを進めております。 
 

3.3 サイバーフィジカルシステムの民主化 
デジタル社会の目標である「さらなる経済の発展と社会課題の解決の両立」を目指し、目標達

成に向け必要不可欠な信頼性の高いサイバーフィジカルシステムの整備を包括的に支援してま

いります。 

 社会に与える価値  

1990 年代にインターネットの商業利用が可能になり、情報へのアクセスが容易になりまし

た。2000 年に IT 基本法が制定されると、全国におけるファイバーケーブルの整備、Web

技術や Java の発展、モバイルデータ通信やスマートフォンの登場によって、高度情報化社

会の形成が加速しました。IT 基本法は 2022 年にデジタル社会形成基本法に引き継がれ、

「さらなる経済の発展と社会課題の解決を両立」する社会として、デジタル社会の形成に

向けた変革が進んでいます。  
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 CTC グループの役割と社会的貢献 

私たちは高度情報化社会における社

会インフラであるサービスプラット

フォーム階層とトランスポート階層

を多くの通信事業者に提供してきま

した。合わせて、インターネットを

利活用し、企業の様々な業務の効率

化を実現してまいりました。このよ

うに、私たちは事業者と企業の間を

取り持つブリッジとなることで、高

度情報化社会に貢献しております。

デジタル社会を形成する要素は AI、

データ、サイバーフィジカルシステ

ムの 3 つです。図 13 のようにデジ

タル社会においても、様々なデジタ

ルサービスを駆使して AI とデータ

の価値を向上させるブリッジの役

割を果たしていきます。  

 今後のキーテクノロジー 

Telco Open APIs、ソブリンインターネット、非地上系ネットワーク(NTN)、位置測位拡

張、端末間通信、高精度時刻同期、MIMO 高度化、低遅延・大容量化、周波数拡張、IoT デ

バイス拡張、Vehicle to Everything(V2X) 

 私たちが既に取り組んでいること 

デジタル社会を実現するサイバーフィジカルシステムは Advanced 5G において標準化され

ており、その標準に沿ってサービスプラットフォームとトランスポートの研究開発を進め

ております。 

 

 

  

図 13 サイバーフィジカルシステムの構成イメージ 
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4 デジタル社会実現への段階的アプローチ 
本章では、2050 年までに目指す状態を 3 つのフェーズで整理し、その実現のため、それぞれに

おけるコア領域（AI、データ、サイバーフィジカルシステムの民主化）、推進体制の強化を支援

する取り組みについて説明します。 

 

4.1 フェーズ 1（～2030 年）：サイバーフィジカルシステムの機能拡張 

2030 年までの最初の 5 年間で図 14 に示す、私たちが目指す真のデジタル社会変革に向けて事

業者と協業してサイバーフィジカルシステムを完成し、セキュアな商業向けサイバー空間をサ

ービスとして提供することを目指します。 

 本フェーズで目指す状態 

 サイバーフィジカルシステムの

整備とサービス化に向けた機能

の整備 

 フィジカル空間における社会統

制をサイバー空間へ適用する高

度なサイバーフィジカル融合の

実現 

 デジタル人材の確保及び育成加

速と AI およびデータ活用スキ

ル、デジタル倫理観の組織的定

着 

 既存事業のデジタル化とプロセ

ス標準化、サステナブルな事業

モデルの実装 

 新たなサイバー空間（ソブリン、プライベート）に拡がる経済圏の実現 

 コア領域に対する取り組み 

以下に各領域で取り組む代表的なアクションを例示します。 

 AI の民主化 

 業界に特化した AI（カスタム AI）ソリューション開発 

 企業による AI 駆動型システム開発・運用実現 

図 14 フェーズ 1 で目指す状態と推進体制 
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 エッジ AI ソリューション開発 

 AI エージェントの開発 

 データの民主化 

 企業におけるデータ採掘・マネジメント・流通 

 サイバーフィジカルシステムの民主化 

 デジタル社会形成基本法の理念である「誰一人取り残されないデジタル社会の実現」に
向けた、サイバー空間とフィジカル空間の高度な融合を含む多様なデジタル技術のサー
ビス化支援法令・規制・標準化の遵守 

 陸、海、空、宇宙でのデジタルサービス提供支援 

 推進体制の強化 

上記の取り組みの実現に不可欠となる、グループ内の社内 DX の推進、人材の育成と確保、 

AI・データ活用を中心としたスキルの獲得 、デジタル倫理観の定着、サステナブルな事業

モデルの実装などを推進していきます。 
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4.2 フェーズ 2（～2040 年）：デジタル技術の社会実装加速 

2040 年までは、図 15 に示す、サイバー空間における社会統制の適用や新たな経済圏の形成が

進む中、流通データの活用を通じて、新たなビジネスモデルの創出と AI の社会実装のさらなる

加速を目指します。 

 本フェーズで目指す状態 

 AI 駆動・データ駆動型社会を牽

引する包摂的なデジタル社会の

実現 

 既存技術と AI を融合させた新

たな価値創造とビジネスモデル

の展開 

 持続可能なビジネスモデルへの

全面転換とカーボンニュートラ

ル社会への貢献 

 コア領域の取り組み 

以下に各領域で取り組む代表的な

アクションを例示します。 

 AI の民主化 

 AI 駆動・データ駆動型社会インフ
ラの本格展開 

 AGI の効率的な活用 

 説明可能 AI の実装 

 ヒトに AI の存在を意識させない UI/UX の実現 

 データの民主化 

 サイエンスデータの流通及び持続可能な資源循環のための高度なマテリアルトレーサビ
リティの実現 

 サイバーフィジカルシステムの民主化 

 6G +非地上系ネットワーク(NTN)の普及によるネットワークアクセス格差のさらなる是
正 

 

図 15 フェーズ 2 で目指す状態と推進体制 
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 推進体制の強化 

デジタル社会における新たなビジネスモデルの研究、AI を意識させない UI/UX の追究、流通デ

ータを活用した研究開発の高度化支援、説明可能 AI や AGI を活用したソリューションの開発、

さらに、カーボンニュートラルへの移行に資する研究開発を推進するための体制を強化してま

いります。 

 

4.3 フェーズ 3（～2050 年）：真のデジタル社会変革への挑戦 

2050 年にかけては、図 16 に示す、量子技術と AI の融合、誤り耐性型汎用量子コンピュータの

実現、さらには爆発的に増加するデータにより、従来では解決困難であった社会課題の克服を

目指します。 

 本フェーズで目指す状態 

 経済、産業、安全保障を飛躍

的に発展させる誤り耐性型汎

用量子コンピュータの実現 

 量子技術と情報技術の組合

せ、量子技術の特性を活かし

た AI の融合で様々な分野で

革新を生み出し知識集約型へ

のパラダイムシフトを実現 

 フュージョンエネルギーの多

面的な活用による地球環境の

調和と資源制約からの解放を

実現 

 環境課題の解決と資源循環技

術により地球環境の再生や気

候制御などを実現 

 身体、脳、空間、時間の制約から解放された新しい生活様式の実現、人生 100 年時代に

おけるウェルビーイング社会の構築 

 コア領域の取り組み 

以下に各領域で取り組む代表的なアクションを例示します。 

図 16 フェーズ 3 で目指す状態と推進体制 
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 AI の民主化 

 AI とロボットが共に進化する真の Physical AI 及び Quantum AI の実現 

 誤り耐性型汎用量子コンピュータの実現 

 サイバーフィジカルシステムの民主化 

 6G の機能拡張による超々多数接続、超々高速、超々広帯域の実現 

 推進体制の強化 

AI、データ、サイバーフィジカルシステムの民主化と、それを通じた「さらなる経済の発

展と社会課題の解決の両立」に対して、オープンイノベーションの一層の加速を可能とす

るプロセスや体制を強化してまいります。 
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5 持続的イノベーションの仕組み 
本章では 4 章で示した時間軸に沿ってデジタル社会を実現するために不可欠な、イノベーショ

ンを持続的に生み出す体制を支えるサポート領域（価値創造機会、先端技術の探索と応用拡

大、人的資本の拡充）について説明します。 

 

5.1 価値創造機会の構築 
デジタル社会における企業の在り方の探求、国際ルール形成への参画、ビジネスの最前線に対

応できるオファリング力の強化、デジタル社会における企業の持続可能な価値創造を支援して

まいります。 

 デジタル社会における企業の在り方の探求 

デジタル社会への移行が進む中、企業には、意思決定やビジネスモデル、パートナーシッ

プの在り方を見直し、データを最大限に活用できる新たな企業像を模索することが求めら

れています。加えて、AI やデータ活用の進展により、検討が未成熟な部分も残る倫理的課

題への対応も、今後ますます重要になっていきます。こうした変化に持続的に対応するた

め、デジタル社会の構造や企業の役割に関するテーマを継続的に探求してまいります。 

 国際的な技術標準策定への参画 

デジタル社会では、業界の枠を超えて膨大なデータがグローバルにやり取りされることが

前提となります。この社会の実現には、データ主権や個人・企業のプライバシーを確保し

つつ、データの円滑な流通を促進し、新たな価値創造や社会課題の解決につなげていくた

めの基盤整備が不可欠です。こうした国際的な基盤のルール形成に主体的に参画し、公正

かつ持続可能なデータ活用を支える仕組みづくりに貢献してまいります。 

 ビジネスの最前線に対応できるオファリング力の強化 

グローバル基準に対応した革新的なビジネスを実装していくため、複雑化・高度化するシ

ステム全体を正しく理解し、最適な形で構築する実装力が求められます。アプリからイン

フラストラクチャまでのフルスタックのナレッジと、提案から保守・運用までのライフサ

イクルのナレッジを昇華させ、お客様のデジタルライフサイクル全般を一気通貫でサポー

トする伴走型アプローチを提供します。さらに、AI 駆動型の開発・運用プロセスを高度化

させると共に、新たな技術や仕組みの導入に伴うリスクに対応できる体制を整え、包括的

なデリバリー力の強化につなげていきます。  
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 ⾧期的視点での技術投資、リソース配分 

⾧期的な視点で技術への投資と人材リソースの戦略的な配分を行っています。外部パート

ナーとの連携も図りながら、実用化を見据えて技術の理解や検証を進めることで、社会へ

の本格導入が可能となった段階で、迅速に対応できる体制を整えていきます。 

 

5.2 先進技術の探索と応用拡大 
オープンテクノロジー・フィロソフィーのもと、グループ内外の実証環境を活用し、AI とデー

タの適用領域を情報技術の延⾧線上にとどまらず、あらゆる産業技術やサイエンスの研究開発

にまで拡大していくことに挑戦します。 

 産業技術やサイエンスの領域に向けた AI とデータの適用 

図 17 のように、情報技術の領域に留

まらず、産業技術やサイエンスの領

域に AI とデータの恩恵が受けられる

よう挑戦していきます。新たに採掘

されるデータの有効活用や流通によ

るデータの共有を行い AI で分析する

ことで、産業技術では製品開発期間

の短縮や顧客体験の向上などが期待

されます。サイエンス領域では研究

対象の実用化までの期間の短縮が期

待されるなど AI とデータは、あらゆ

る業種・業態における事業活動を時

間の制約から解放することを可能に

します。 これによって、既存の産業

や社会における巨大かつ根本的な課

題の解決を加速させる可能性があります。 

 外部のパートナーとのオープンな技術連携 

デジタル社会の実現に向けて、グループ内での AI や通信分野の調査・研究に加え、外部の

パートナーとオープンな技術連携を推進していきます。特に、実務や社会課題に近い環境

で技術の実用性を検証する技術検証ラボや、制度を柔軟に活用できる規制サンドボックス

制度※を活用し、AI と異分野の融合による新たな価値創出を加速してまいります。 
※ 規制サンドボックス制度：新たな技術やビジネスモデルの実施が現行規制の関係で困難である場合に社

図 17 産業技術やサイエンスの領域に向けた AI とデータの適用 
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会実装に向け事業者の申請に基づき、規制官庁の認定を受けた実証を行い、実証により得られた情報やデ

ータを用いて規制の見直しにつなげる制度 
 

 技術の探索から実装までを一気通貫で実現 

図 18 のようにデジタル社会

における価値創造の基盤と

して、新技術の早期探索か

ら Emerging Tech の選定・

実装に至るまでを一貫して

推進するフレームワークを

グループ内に有していま

す。世界中の先端技術へ常

時アクセスするため、グロ

ーバルなテクノロジーパー

トナーと連携し、情報の収

集・交換を行っています。

IT 技術からインダストリアルテックに至るまで、18 領域、118 分野にわたる技術を図 19

の通り「Future of Technologies（FoT）」として体系的に整理し、継続的にモニタリング

しています。 

 

図 19 Future of Technologies（FoT） 

図 18 新技術の探索と応用のプロセス 
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こうして蓄積された知見をもとに、ソフトウェア、プラットフォーム、インフラストラク

チャといった各技術レイヤーで Emerging Tech を選定し、グループ内のエンジニアがその

技術的妥当性や応用可能性を見極めた上で、次の実装フェーズへとつなげています。常に

こうした先進技術の適用可能性や社会に与える価値をフルスタックで検討し、最適なタイ

ミングで導入判断を行うことで、価値創出の速度と質の最大化を図っています。 
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5.3 人的資本の拡充 
お客様と協創して価値創出を実現するため、高度専門人材の育成とスキルの可視化・体系化を

進めると共に、多様な専門性が交わり新たな価値が生まれるイノベーションの場を創出しま

す。 

 組織力を底上げする人材育成の方針 

お客様との共創を最優先に掲げ、市

場やニーズの変化に応じた最適な技

術を見極め、価値へとつなげること

を目指しています。その実現に向け

て、私たちは、図 20 のようにエンジ

ニアを得意分野であるインフラスト

ラクチャ、ネットワーク、クラウ

ド、先進技術の AI およびデータ、そ

してサイバーセキュリティなどの分

野における高度な専門性に加え、ビ

ジネス視点から技術を価値に変える

ことを両立できるデザイン思考を持

つ人材へと育成していきます。 

そのため、グループ内のエンジニアが保有するスキルを可視化し、Technology Library に

整理された Emerging Tech から今後必要なスキルを明確化することで、習得すべきスキル

を計画的に学べる仕組みを整備していきます。これにより、専門性と網羅性を兼ね備えた

組織力の強化を目指します。 

 多様性とイノベーションの重視 

国際的な技術交流や人材の流動性を促進すると共に、グループ内では多様な専門性を持つ

人材が交流できる仕組みを構築し、イノベーションが生まれる環境づくりに取り組んでい

ます。 

グループ内イベント「Dojo ステージ」では、AI や 5G、NTN といった最先端の通信技術

が、災害対応や気候変動などの社会課題にどのように貢献できるかを取り上げ、社員が技

術と社会のつながりについて主体的に考える実践の場となっています。 

またグループ内イベント「CTC Sustainability Days」では、LGBTQ+やニューロダイバーシ

ティ（神経的多様性）などをテーマとした講演も実施し、社員が社会や多様な価値観への

理解を深めるきっかけを提供しています。 

  

図 20 多様な人材とスキルセットの組み合わせ 
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6 パートナーシップによる社会実装加速 
本章では５章で示したサポート領域に加え、デジタル社会の実現をより一層加速するために

様々なパートナーと共に価値共創に取り組んでいる事例をご紹介します。 

 

6.1 伊藤忠デジタルバリューチェーン 

伊藤忠デジタルバリューチェーンを構成する各企業と連携し、お客様のデジタル変革を、戦略

構想から実行・運用に至るまで一気通貫でご支援いたします。 

 伊藤忠デジタルバリューチェーン 

近年、企業におけるデジタル活用は、業務効率化や社内システム導入といった従来の枠組

みを超え、企業のビジネスモデルそのものを変革する戦略的手段として位置付けられてい

ます。こうしたニーズに応えるために、私たちは、図 21 のように伊藤忠商事のデジタル系

グループ企業から構成される伊藤忠デジタルバリューチェーンの中核企業として、構想か

ら実行までを一気通貫で支援しています。戦略立案や変革マネジメントを担う I＆B コンサ

ルティングやシグマクシス、CX とサービスデザインに特化した AKQA uka、BPO やカスタ

マーサポートを担うベルシステム 24 に加え、測量・地理空間データ分野で強みを持つパス

コ、CO₂排出量の測定・可視化に取り組む booost、自動運転技術を開発する May Mobility

など、特定領域に強みを持つ企業とも連携し、グループ全体で統合的なサービスを提供し

ています。 

このように、伊藤忠デジタルバリューチェーンは、最先端技術の選定力とフルスタックで

対応できる実装力を強みに、お客様の変革を力強く支援すると共に、今後も時代の変化に

合わせて拡張を続けてまいります。 

  

図 21 伊藤忠デジタルバリューチェーン 
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6.2 グローバルパートナーシップ 

Technology Value Chain を通じたデジタル社会の実現を加速していくために、今後も各領域

においてグローバルパートナーシップの連携を強化し、Emerging Tech をいち早く社会実装し

ていくための取り組みを推進していきます。 

 技術シードの探索や実証の加速 

ITOCHU Techno-Solutions America, Inc.（以下、CTC America）を中核拠点として、主に

北米市場における先端技術や市場動向に関する調査、研究開発を積極的に展開していま

す。2023 年 4 月からは、CTC America や複数のテックファンドと連携し、 NAPP※を開始

しております。今後もこうした世界最先端のテクノロジーの探索や、先端テクノロジーを

保有するスタートアップとの連携を強化し、新たな価値提供に取り組んでまいります。同

時に、特定分野で既に活用が始まっているテクノロジーにも焦点を当てて、新たな応用領

域の拡大に向けた研究開発に積極的に取り組んでまいります。 

 共創による新たなソリューション開発や標準化活動 

北米における NAPP※の枠組みを起点として、パートナーシップを活かした AI 推論基盤ソリ

ューションの開発や、エッジ AI ソリューションの開発などに取り組んでおります。今後は

トラストを具備したサイバーフィジカルシステムの民主化に向けて、国際的な標準化活動

への参画や、共創による新たな基盤ソリューションの開発、信頼性のある自由なデータ流

通の実現に必要なソリューションの実装に向けたパートナーシップの強化を推進していき

ます。 
※ NAPP (North America Partnership Program)：海外の先端技術を持つスタートアップとのパートナーシ

ップを構築し、新事業を共創し事業化する取り組み 

 社会への本格的な実装・普及 

社会への実装・普及の観点でも、既に AI、クラウド、ネットワーク、セキュリティなど幅

広い領域でグローバルパートナーシップを構築しております。こうした取り組みを今後も

継続的に推進していくと共に、特にアジア地域におけるデジタル格差の解消に貢献するた

め、シンガポール拠点を中心として、マレーシア、タイ、インドネシアなどこれまでに培

ってきたリレーションを活かし、新たなパートナーシップの構築と社会実装に取り組んで

いきます。 
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6.3 産学官連携による社会課題解決 
Emerging Tech を活用した社会課題解決を迅速かつ効果的に進めるために、産学官の連携によ

る取り組みを積極的に推進していきます。 

 技術シードの探索や実証の加速 

研究対象としては、従来主に取り組んできた情報技術に加えて、情報技術を支える基盤や

ハードウェアに関する領域にまで拡大し、より根本的な社会課題の解決にも貢献していき

ます。既に、より高効率な次世代半導体、トラスト・デジタル資格証明関連技術、量子コ

ンピュータ向けアルゴリズムの研究開発などに取り組んでおります。 

 共創による新たなソリューション開発や標準化活動 

デジタル ID・資格証明に関連する技術の標準化や国際相互運用に関する組織における日本

国内での中心的な役割を果たし、こうした基盤技術の標準化の進展と社会実装に取り組ん

でまいりました。また、大学との連携や先端技術研究プログラムへの参画を通じて、科学

研究や医療などの領域で、エコシステムを活かした共創的なソリューション開発と標準化

を推進しています。今後もこうした基盤技術領域における標準化や社会適用への貢献に加

えて、データ流通や、生成 AI などのアルゴリズム・ソフトウェア領域にその範囲を拡大し

ていきます。 

 社会への本格的な実装・普及 

企業向けのデジタル社会対応に関する取り組みだけでなく、生活者のより安心で快適な暮

らしを支える行政手続きのデジタル化などに関する実証やモダナイゼーションについても

取り組みを推進しております。今後もこうした連携を強化しつつ、産学官の幅広い枠組み

を活かして積極的に取り組んでまいります。 

 

6.4 企業・コミュニティとの価値共創 
皆様のより安心で快適な暮らしを支え、地域コミュニティの課題解決を目指して、ソリューシ

ョン開発や実証を加速していくために、各地域のパートナーとの共創を推進していきます。 

 技術シードの探索や実証の加速 

スタートアップコミュニティとの連携を通じて、オープンイノベーションに取り組む幅広

いテクノロジースタートアップや自治体とのパートナーシップを構築しております。引き

続きこうした連携を強化しつつ、地域の課題解決にとって有効な先端テクノロジーの探索

を行うと共に、実証の加速や新規事業の創出に貢献していきます。 

 共創による新たなソリューション開発や標準化活動 
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生成 AI を活用した地方自治体向け 24 時間ワンストップ窓口サービスや、循環型社会の実

現に向けたアグリテックに関する実証実験への参画など、情報技術から産業技術にいたる

幅広い領域で共創によるソリューション開発を推進しています。サイバー空間とフィジカ

ル空間の融合がより一層重要になるこれからの時代に先駆けて、こうした取り組みの拡大

を図ります。 

 社会への本格的な実装・普及 

地域の皆様の快適な移動を支えるオンデマンド交通や MaaS の実装、持続可能な地方創生

を目的とした住民・来訪者の行動情報の可視化やデータ分析の取り組みに、私たちのデジ

タル技術に関するナレッジやスキルを活かします。また、人材派遣型の企業版ふるさと納

税を活用し、地域 DX やデジタル改革及びスマートシティの推進などに取り組んでいます。

今後も、こうした取り組みを通じて、地域の皆様のより安心でより快適な営みの維持、向

上に貢献していきます。 
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